
第4分科会 【災害支援・地域福祉②】

地域自主防災会と
福祉避難所として
の連携活動の実践

平成２７年２月１２日

介護老人福祉施設 リバプール



大石学区の位置とリバプール

入居者：７０名 ショートステイ：２０名
認知症対応型デイサービス
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大石学区
自治会数：９自治会
人口：5,182人
高齢化率：２２％

（大津市23.8％）

1,928世帯（大津市142,570世帯）

旧来 700世帯
新規（30年前） 650世帯
新規（10年前） 550世帯



① 「災害時における相互の援助と協力につ
いての協定書」

②「災害時に要援護者の避難施設として、医
療・介護施設を使用することに関する覚書」

４法人５事業所



要援護者救護用備品倉庫 完成 平成２３年７月



過去２年間に亘り、災害が発生する!!

１.  平成２４年８月１４日 （大津市南部に記録的な大雨 ）

土砂崩れ・国道422号線通行止め（４日間）大津市より避難準備情報が発令

２．平成２５年９月１５日～１６日 台風１８号による大雨

床下浸水、信楽川の護岸崩落、大津市より避難準備情報が発令

災害時の協定を締結したが、避難行動が発動されることがなく、

福祉避難所としての有効性に不安を持っていた。



自主防災会長（自治連合会長）から「災害時避難要支援者の実態

調査（調査・登録）」の指示を出される （平成２６年６月）

避難行動要支援者登録、町別実在者数や支援ニーズの収集

「避難行動要支援者名簿一覧表の作成」

（避難支援を希望される方は、事前に申し出てください）



災害時避難要支援者の実態調査表



第１回避難行動支援者連絡会 ８月１日

（自主防災会長・社会福祉協議会役員・民生委員・防災士）＋（４施設の管理者）

避難者名簿から受け入れ事業所の選定、受け入れ態勢を検討する



福祉避難所の設営 ８月９日 11：00
→受け入れ準備完了の連絡をする

台風１１号 ８月９日 ９：００ ９５５hPa



１５：００ 避難行動要支援者５名が福祉避難所（リバプール）への送迎を開始

・ 独居老人、女性 ８８歳 圧迫骨折でコルセット使用

・ 高齢者世帯 夫婦 男性９２歳 車椅子 ベッド 女性９２歳 独歩可

（送迎：自治会長、民生委員）

・ 高齢者（要介護状態） 男性８７歳 車椅子 娘付き添い （送迎：娘）

１５：５０ 大津市より防災メール「避難準備情報」発令を受信

８月１０日（日曜日） １０：００ 兵庫県赤穂市に上陸 ９７０hPa

１３：００ 風雨が強まり、近隣自治会長より、高齢者及び独居老人５名の受け入れの要請

受け入れを許可するが、風雨が強いため福祉避難所まで来ることが出来ず

16：３０ 全員、自宅に帰宅する

避難行動 発動 ８月９日 １５:００





８月１０日 昼食風景



台風１１号の避難対応の反省会（８月２６日）



１．スムーズに避難行動が出来た!!

① 避難行動要支援者の実態調査及び登録、支援ニーズの収集

② 第１回避難行動支援者連絡会の開催（避難者の想定が出来た）

③ 自治会館と福祉避難所への振り分け

④ 避難行動判断基準の設定（花崗岩の風化土→真砂土の堆積状態）

（閾値設定：地域のリスクに応じた時間雨量、累加雨量、上流雨量）

例：警報 彦根気象台 時間雨量７０mm以上 累加雨量１５０mm

大石東町 時間雨量６０mm以上 累加雨量３００mm（上流地域４００mm）



・避難行動要支援者登録をしていたことにより、役員の方からの呼
びかけに、安心して避難することが出来た。いつもなら、不安でし
ようがなかったが、避難所で安心して過ごすことが出来た。

・遠隔地に居住される家族や親戚からは「福祉避難所に避難した」
という連絡は、安全・安心情報であり、たいへん喜ばれた。

・空振りOK!（結果論ではない）
避難したが、さほど影響がなかった場合

２．安全・安心が確保できた！

台風１９号 １０月１３日（月）
３名（独居高齢者・高齢者世帯）が福祉避難所に避難



・避難行動要支援者登録の保守管理と避難行動連絡会議の
開催が必要（災害リスクを考え、年１回６月）

・ベッド及びプライバシーに配慮した衝立などが必要
（ダンボールのベッドを購入検討）

・自主防災会役員を対象にした簡単な介護技術会の開催
・薬情報やかかりつけ医情報が必要（避難が長引く場合）

・雨風が強まってからの避難は出来ない（空振りOK)



最後に・・・・

福祉避難所への

「避難行動は、安全（無事）を確保するためだけでなく、

不安を安心に変えてくれるものである」

だから笑顔が・・・


